
道
成
寺

田
辺
に
出
て
か
ら
�
海
岸
線
を
北
上
し
�
日
高
川
を
超
え
る
と
�
日
高
の
郷
に
入
る
�

そ
こ
に
道
成
寺
が
あ
る
�

道
成
寺
は
�
紀
伊
の
国
で
�
も
�
と
も
大
き
な
寺
院
だ
�

二
一
八
年
前
・
・
・
・
・
文
武
天
皇
の
后
で
あ
�
た
宮
子
姫
が
両
親
の
た
め
に
�
建
立
し
た
の
が
・
・
・
・
こ
の
道
成
寺
だ
と
・
・
・
・
安
珍
は
聞
い
て
い
る
�

清
次
達
が
�
安
珍
を
探
し
て
い
る
・
・
・
・
と
聞
い
た
の
は
・
・
・
・
安
珍
が
�
こ
の
道
成
寺
の
宿
坊
に
泊
ま
�
て
い
る
時
の
事
だ
�

こ
の
道
成
寺
で
も
�
安
珍
は
�
何
度
か
・
・
・
・
法
具
の
注
文
や
貴
金
属
の
供
給
な
ど
を
行
�
て
い
る
・
・
・
そ
の
た
め
�
融
通
が
利
い
た
・
・
・
�

安
珍
は
�
昼
間
�
泊
ま
り
客
の
い
な
い
頃
を
見
計
ら
�
て
・
・
・
・
宿
坊
を
借
り
・
・
・
・
清
次
達
と
あ
�
た
�

清
次
は
�
郷
の
若
い
面
々
を
・
・
・
・
十
人
程
�
連
れ
て
来
て
い
る
�

い
ず
れ
も
�
安
珍
の
顔
な
じ
み
の
者
ば
か
り
だ
・
・
・
・
が
�・
・
・
そ
の
物
達
の
顔
が
険
し
い
・
・
・
怒
気
を
含
ん
で
い
る
・
・
・
・
�

た
だ
�
清
次
の
表
情
だ
け
は
�・
・
・
・
憔
悴
し
た
よ
う
に
・
・
・
・
青
白
い
�

安
珍
は
�
真
砂
の
者
達
が
�
自
分
が
真
砂
の
地
に
立
ち
寄
ら
な
か
�
た
事
を
怒
�
て
い
る
の
だ
と
思
�
た
�
・
・
・
・
・
特
に
・
・
・
清
姫
は
�

ど
ん
な
に
怒
�
て
い
る
事
だ
ろ
う
・
・
・
・
�

だ
が
・
・
・
・
清
次
が
�
こ
ん
な
�
憔
悴
し
き
�
た
顔
を
し
て
い
る
の
は
�
不
可
解
だ
�
た
・
・
・
・
�

・
・
・
自
分
の
気
持
ち
が
�
清
姫
に
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
？
・
・
・
・
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
・
・
・
・
清
次
だ
け
に
は
・
・
・
・

自
分
の
気
持
ち
を
�
正
直
に
伝
え
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
・
・
・
・
・
と
�
安
珍
は
考
え
て
い
た
�

席
に
つ
く
と
・
・
・
清
次
は
�
安
珍
に
向
か
�
て
�
固
い
表
情
で
・
・
・
頭
を
下
げ
た
�

﹁
お
休
み
の
と
こ
ろ
�
お
呼
び
立
て
し
て
�
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
実
は
�
安
珍
殿
に
�
早
急
に
�
お
耳
に
入
れ
た
い
事
が
あ
り
・
・
・
・

父
の
名
代
と
し
て
・
・
・
こ
う
し
て
�
ま
か
り
来
し
ま
し
た
・
・
・
�﹂

安
珍
は
�
拍
子
抜
け
を
し
た
・
・
・
・
・
ど
う
も
�
思
う
事
と
態
度
が
違
�
て
い
る
�

・
・
・
・
・
・
し
か
し
�
な
ん
だ
ろ
う
？
・
・
・
清
次
の
言
葉
が
・
・
・
・
固
す
ぎ
る
�

﹁
安
珍
殿
・
・
・
・
妹
が
死
に
申
し
た
・
・
・
・
�﹂

え
�
・
・
・
・
安
珍
は
�
耳
を
う
た
が
う
・
・
・
・
�

﹁
今
・
・
・
・
何
と
・
・
・
・
・
？
﹂


